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1 C S R とは

日本経団連は ,
2 00 3 年 1 月 1 4 日 の

『
多国籍企業に求め られ る社会的責任に関する研究会報

告書』 で C S R に対する関心が高ま っ て きた背景を以下の ように述べ て い る｡

1 . 企業を取り巻く環境の 変化

(1) 企業活動の グ ロ ー バ ル化に対する N G O や途上 国の 懸念

(2) 消費者行動の変化

(3) 投資家か ら の評価

(4) 従業員の 意識変化

(5) 法制化に向けた動き

2 . C S R に関する国際基準 ･ 規格 の現状と問題点

1 . 急速に増加する国際基準
･ 規格

2 . 国際統
一

基準 ･ 規格と文化
･

社会的背景の違 い

3 . 国際標準化機構 (IS O) に よ る規格化の 動向

IS O は
,
政府 の 規制によらず, 民間が自主的に国際基準を作成 し, こ れ に基 づ い て各企

業が社内体制を整備する こと の 中心的な役割を担 っ て きた｡ I S O の マ ネジ メ ン ト ･ シ ス テ

ム規格と しては ,
9 0 00 s ( 品質管理) , 1 4 0 00 s (環境) が有名だが , 現在, C S R に 関する規

格化の 是非に つ い て検討が進め られて い る｡

東京商工 会議所 H P は , 不信, 不透明な時代だか ら こそと C S R の 重要性を以下の ように述べ

て い る｡

｢ 企業と い うもの は社会の
一

部 で あり , 社会 に役立 つ こ と によ っ て の み成り立 つ 存在だ ｡ あ
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● 論 説

なた の 会社の 理念や綱領にもそう書か れて い る｡

その根底には当然 , 社会と企業との信頼と い う粁を前提として い るはずで ある ｡ しか し, 今

や そこ に大きなギャ ッ プがあるように感じる｡ 全 て の 企業人は同時に社会における生活者であ

るが , 企業人として の 視点と生活者と して の視点は同 じ レ ベ ル にあるだろうか ｡ 自分 の勤めて

い る会社を
一

人の 生活者と して信頼できない人も少なくな い かもしれな い ｡ もはや売上 高や従

業員数などの企業規模が信頼の 指標になり得な い ことは誰もが知 っ て い る｡ 企業不信の 表現と

して ｢ 顔が見えな い ｣ と いう言葉も多く見か ける ｡ 果 た して企業は どうすれば信頼を得られ る

の か｣ ｡

㈱経済同友会が 20 03 年 3 月にまとめた 『｢ 市場の 進化｣ と社会的責任経営』 と いう企業白書

では
,
わが 国にお ける C S R の 典型的な考え方は ,

以下 の 通りであると分析して い る ｡

｢ ● C S R と は , 社会に経済的価値を提供する こ とである｡

( ⇒ 専ら企業の 持 つ ｢ 経済的｣ 責任を ｢ 主｣ と考えて い る｡)

● c s R とは
,
利益を社会に還元し, 社会 に貢献する こ とである｡

( ⇒ c s R を
｢ コ ス ト｣

｢
フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー

｣ と 考えて い る ｡)

● C S R と は, 企業不祥事を防ぐた め の取り組みである｡

( ⇒ c s R を ｢ 義務的取り組み｣
｢
法令遵守｣ と考えて い る ｡) ｣

同自書は上記 3 点を ｢ い ずれ も C S R の
一

部 であるが , その 本質を表して い な い ｣ と 断じて い

る｡ そ の理由の 第 1 は
｢ 企業 の持 つ 経済的責任を主 (社会的責任を従) ｣ と考え, 第 2 は ｢ C S R

を コ ス ト
,
フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー

｣ と 考え, 3 は ｢ C S R を義務的取り組み , 法令遵守｣ と考えて い

ると述 べ て い る｡ C S R は , 社会 の持続可能な発展とともに, 企業 の持続的な価値創造や競争力

図1-1 2 つ の C S R と倫理

l 持続 可能な社会と2 つのC S R

C S R の 追求 には倫

理 が必要 で ある
｡

･こL :t ･ )J rlE r /. y こ ここ( ～ 亡√さ･せ
n tTIL二 A iL ごB h 一三

2 O X X 年 = サス テナブ)LJ な社会

両者 を繋 ぐ仕

市民( l 卜 , 兼. 〟_ ,-

a
"
i
-
占 ~

n よ戸: c
-
L n q ･ " f ly
.
, :

-

c s R には 企業外 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に留ま らず, 企業内にお け る組織体制の 構築な ども含まれ る o

c s R に は
, 最低限 の 法令遵守はもと より , 事業 と密接な関係 を有する製品 ･ サ ー ビス の 安全確保 , 地球環境 ･ 廃棄物リ サイ クル 対策を含

めた 環境保護 , 労働環境改善 , 労働基準の 遵守 .
人 材育成 ,

人 権尊 乱 腐敗防止 ,
公 1Ⅰ二な競争

,
地 域貢献など

,
更に地域投資やメセナ 活

軌 フ ィ ラ ン ソロ ピ
ー ( 社会貢献) など様々 な 活動に及ぶ ため . 強 い 倫理性が 求め られ る .

C S R は , 国や 地域の 価値観 , 文化 , 経済 , 社会事情に よ っ て 多様で あ るが , 共 通項は倫確 であ る o

C S R の 内容 . 取組に 関しては ,
企 業の 自主性

･ 多様性 と戦略的取組が重要であ る o

c s R の 信頼惟を支え る取組で 最も重要なもの は . 情報開示 と説明責任 ,
ス テ ー クホ ル ダーに よる評価と ス テ

ー

ク ホ ル ダ ー

と の 対話であ る ｡
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企業と の 協働 に よ る地域 づくり推進事業調査報告書 ○

向上にも結び付く ｡ そ の意味で ,
企業活動の経済的側面と社会

･ 人間的側面は
｢ 主｣ と

｢
従｣

の 関係ではなく, 両者は
一

体 の も の として考えられて い る ｡

近年の 社会構造の 複雑化により, 企業 の事業活動により影響が及ぶ範囲が広ま っ て きて い る｡

ま た, C S R の 認識が社会的な広がりを見せ る中で , 人 々 の考え方, 価値観等も多様化 し つ つ あ

る｡ その ため
, 今まで ス テ ー ク ホ ル ダ ー と して考えて い ない 相手まで ス テ

ー ク ホ ル ダ ー として

捉え, 対応して いく こ とが必要となる場合が 出てきて い る ｡ 例えば競合企業な どは ,
こ れまで

で あればあくまで事業上 の競争相手であり, 相手企業に配慮する こと自体が事業上の マ イナ ス

と考えられるこ とが多か っ たはずである ｡ しか し, 当該業界の市場にお ける公正取引の 観点か

ら見れば
,
競合企業と の 関係にも考慮する必要があり, ス テ

ー ク ホ ル ダ ー と して
一

定の 対応す

るこ とが必要とな っ て い る｡

今後 の 企業経営にお い ては , 時代 の潮流を考えれ ば地域社会に配慮 しな い 経営は社会的に認

め られなくなり, 地域と共に発展すると いう考えを企業理念と して考慮 して行か ざるを得なく

なると考えられる｡

現在では C S R を実践するこ とが世界的な潮流となり, コ ン プ ライア ンス ,
地球環境等を中心

に C S R を考慮 しな い 企業活動は ,
ある意味で は許され なくなり つ つ ある｡ こ れまでは ,

こうし

た C S R に対応 した動きは大手企業を主として進め られ てきたが ,
近年で は部品 ･ 資材 の 調達先

などの , サプライ ･ チ ェ ー

ン に組み込まれて い る中小企業にも要請され るケ
ー

ス が日立 っ て い

る ｡ 特 に最近で は, グ ロ
ー バ ル な事業展開を行 っ て い る大手企業か ら部品

･

資材調達先 ( サプ

ライヤ ー ) に対 して人権, 環境問題等を中心に , C S R 調達 (C S R を考慮した対応を行う企業か
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● 論 説

ら の 調達) - の 対応を要請され る傾向が強くな っ て い る｡ こ れ に伴 い ,
中小企業 にお い ても

C S R の 実践を考慮 した事業活動が事実上不可欠にな っ てきて い る ｡

ヒ ア リ ン グ対象にした大垣市の ㈱デリカ ス イ トで は, C S R 的発想で地域の企業を コ ラボ レ
ー

ト させ なが ら地域の 活性化をデザイ ン して い る｡

大垣商工会議所を中心に動 い て い る C S R 的発想は ,

｢ まち づくり｣ か ら ｢ く らしの 場 づくり｣

へ と実践活動を展開して い る ｡ デ リ カ スイ ト㈱の堀社長は, 商工会議所 の活動を通 じて, 水都

と言われ る大垣の水を利用したお豆腐の 開発⇒ こ の お豆腐を使 っ た
｢
夕銅御膳｣ の 開発⇒ お豆

腐に薬草の 産地の伊吹山の ヨ モ ギを入れた
｢ お豆腐｣ の 開発 ⇒

｢
ヨ モ ギ の入 っ た油揚｣ の 開発

⇒ ｢ い なり寿司｣ の 開発 =〉大垣を ｢ い なり寿司の まち｣ にすると いう活動を行 っ てきた ｡ 堀社

長を中心と した活動は ｢ まち づくり｣ を企業の社会的責任の 観点か ら追及 して い こうとする発

想にた っ たも の である｡ 商工 会議所が地域 の大学や自治体 ( 大垣市) を巻き込み ながら美術館

を作り上 げ, 60 歳か らの大学院を設計して C S R を展開して い る ｡

図 ト3 堀社長 の考え る C S R の 観点からの ｢ ま ちづくり｣ か ら ｢ くらしの 場づくり｣

｢ 1

EP : ･

･

･

･

:

A

･!E
荏: この 図は,

デ リ カ ス イ ト㈱ の 堀社長と ヒ アリ ン グ しなが ら三 重大学渡連研究室が作 っ た もの であ る｡

2 東京都商 工会議所葛飾支部の メ ンバ ー

の C S R に対する考え方

1 ) ヒ ア リ ン グ

A ) C S R に つ い て の ヒ ア リ ン グ : 2 00 7 年 8 月 2 6 日 山重㈱会長 北 武洋氏 (東京都漬物

事業協同組合専務理事 : 東京商工会議所 C S R 委員) の お話

北会長の お話は ｢ 倫理法人会｣ に所属すると言うこ ともあ っ て C S R を企業戦略に組み込むと

い う観点か ら非常に示唆に富むもの であ っ た｡ 経営者の モ ラ ル が企業の理念形成に重要な意味

を持 つ と言う ことを長時間に渡 っ て力説するもの で あ っ た ｡
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企 業と の 協働 によ る 地域 づ くり推進事業調査報告書 ◎

【この ヒア リングの ポイ ン ト】

企業は適者生存 . 不適者淘汰されるので モ ラ ルが必要です ｡ ⇒ 企業経営者の モ ラル

産地はタイです ｡ 現地で , 徹底した有機栽培 を指導 して い ます｡ ⇒ 環境問題

点業は
,
土を深く掘らなくな っ て い ます｡ 土作りは特に重要です｡ ⇒ 環境問題

東京都の CS R の提案の ポイン トは
,
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を上位に した.

工1
21 C は , ネ ッ トワ ー

クの 時代で フ ァ ブ レ ス を前提にすると コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が重要

B) C S R に つ い て の ヒ ア リ ン グ : 2 00 7 年 9 月 7 日 ア メ リ カか ら帰 っ て きたばかり の ベ ン

チ ャ ー ビ ジネ ス を立ち上 げたばかりの 社長の ヒ ア リ ン グ

rI】小 企業に C S R を行 っ て もらうため には , C S R を行う N P O を作 る の は どう だろうか ? ?

1 企業 で は資金が少なくて も, 何 1 0 社も集まればイ ン パ ク トが強くなると言う認識が必 要で

ある ｡ N P O が
,
ど の セ クタ ー (部門) にお金を出すの かを選択できるようにする ｡ そ の仕組み

を作る研究をや っ た ら どうだ ろうか ?

図 2
-

1 C S R を 追求す る N P O の デ ザ イ ン

【こ の ヒ ア リ ング の ポイ ン ト】

企業が資金を出して NP O を作るo 中れを戦略的に投資する 日大きなうねりに して いく
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● 論 説

C ) c s R に つ い て の ヒ ア リ ン グ : C S R に 関するキ ヤ ム ブ レ ー ン社長 太田 実氏 ( 東京商工

会議所葛飾支部評議員) の ヒ ア リ ン グ

太田社長は , 東京商工 会議所葛飾支部の 中で は異色の存在である｡ かなり早くか ら C S R を

戦略的に生かすと言う観点か ら B C P ( B u sin e s s C o n ti n uit y P la n)
･ B C M ( B u si n e s s C o n ti n uit y

M a n a g e m e n t) の 発想で事業経営をされて い る｡ その た め多くの 関連企業と緩や かな連携を保

ちなが らリ ス ク ･ マ ネ ジ メ ン トを行 っ て い る会社 である ｡ そ の ため民主的な観点か らの ガ バ ナ

ン ス を実践 して い る｡ ( ㈱ キ ヤ ム ブ レ ー ン の ホ ー ム ペ ー ジ参照)

【こ の ヒ アリ ン グのポイ ン ト】

社旦のモ チ ベ ー シ ョ ン をあげる｡ ⇒
企業連携をコ ン トEj - ルする組扱が重要 ｡

喬客演足度をあげる｡ ⇒ 経営倫理

Kid
'

s サ イ ト作成 ･ 提供も CSR である ｡

生産性向上

q ガJ け ン ス

⇒ 人材教育

D) c s R に つ い て の ヒ ア リ ン グ : 葛飾商工会議所会員に ｢ C S R 活動 で中小企業に必 要なもの ｣

と言う間を発して ヒ ア リ ン グ したもの

集ま っ て い ただ い た方 々 か ら の発言の ポイ ン トは, 以 下 の ようなもの で ある ｡ C S R を認識し

て い な い 経営者の 方々 や認識して い て 実践にう つ され て い る方 々 と色 々 である ｡ 異なる地域の

研究会と三重県の 研究会の ジ ョ イ ン トも必要である ｡ そ の役割を三重大学 M O T が担う こと は

可能で ある｡ 両地域の 比較研究か ら
,
企業 の C S R の 普及を考えて い く必要性を提案した い ｡

東京 で の こ の 会議の 後, C S R を企業戦略に位置 づ けようとする動きが 中小企業 の 中で 出て き

た ｡ 三重県で も中小企業を巻き込んだ C S R 研究会の組織化が必要で あろ う｡

｢
P L M ( P r o d u ct L if e C y cle M a n a g e m e n t) の 動き｣ をお諸にな っ たデ ジタ ル シ ア タ

ー の 五十

嵐社長は
,
三重大学 M O T の 非常勤講師と して 2 0 07 年度に招碑 して おり, こ の 地域の経営者に

その 講義 ビデ オを配信 して い る｡
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企 業と の 協働 によ る地 域 づく り推進事業調査報告書 ⑳

【こ の ヒア リングの ポイン ト】

人は
.
力 で あり , 人財は宝で ある ｡ ⇒

子どもに r もの｣ を作る楽しみを与 える .

従業具に教育の 時間 を与える｡

コ ンプライア ンス

全員参加型の 運営 ∃

人材教育

⇒ 人材教育

人材教育

経営倫理

ガバナンス

｢ ものづくり｣ の おも しろさを知 っ て いる人材の 育成

コ ス ト削減と品質向上 ⇒
PLll (P r o d u c t L i f e C y c l e M a n a g e m e n t)

⇒ 人材教育
生産性向上

の動 きが産 業界に はある｡ ⇒ 環境問題

E) こ れ ら の ヒ ア リ ン グか ら見えて くるもの

東京商工 会議所葛飾支部の メ ン バ
ー

と の 会議で は , 中小企業は大企業ほ ど人的資源が な い の

で
, 社員 の 教育シ ス テ ム が 必要 である こ と, 生産管理も我流 でや っ て い る場合 が多 い の で

M O T の ようなもの が あると , 使える の で はな い かと いう意見が多く見られた ｡ 実際, 三重大

学 M O T の 講義を S k y p e と F r e s h V oic e を利用し て 企業に向け配信 して , 共同研究と従業員教

育の 効果とを調査して い る ｡

図 2- 2 M O T を使 っ た実験 の概念図
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● 論 説

3 三重県内の中小企業 の C S R の考え方

1 ) ヒ ア リ ン グ

A) C S R に つ い て の ヒ アリ ン グ : 2 0 07 年8 月 2 5 日 三重県中小企業家同友会 高橋事務局

長

三重県中小企業家同友会の高橋事務局長は, 県内企業の 内実を知 っ ておられるの で ,
まず第

1 に ヒ ア リ ン グ した ｡

【こ の ヒア リ ン グの ポイ ン ト】

従業 帥 人生を 削 ､ っ て い るから , 溝 足鹿を上 げなければならな い⇒ モ ラ
ー

L

ル ア ツ プ ⇒
雇用JE任と は

,
従 兼A を人Ⅶと して扱 っ て い るか ,

意見 が書重されて い るか

産 紬 光を耕捷的に推進 ⇒ 地域活性化

中小企業の 柑 ま, ｢ 地域 との 共存｣ とい う発想が王事⇒ 地域活性化

B ) 2 00 7 年 9 月 3 日 : 宮崎本店 宮崎社長 C S R に関する ヒ アリ ング

宮崎本店の 宮崎社長は, C S (消費者満足) ･ E S (従業員満足) を追求しており, I T 百選企業

に選定され て い る ｡ C S R に も造詣が深 い と いう理由からヒ アリ ン グさせて い ただ い た｡

【こ の ヒ アリ ングの ポイ ン ト】

ES (従業且満足) = C S (消手者溝足) で ある. ⇒ 従業且溝足鹿の 重要性の 紬
ラベ ル に r 社会に干献で きる会社を目指す｣ と いう言葉を入れた⇒社会的認知度の ア ッ プ

芸芸冨…警
b

&

{

;≡;.:.
1t

fa .=
*

詣 イb=;.
9

.i
* t

h

J L

,

g

l b
T

f
?
る

q 分析力の重要性什報を共有化 して社且に公開しますと分析力がないと非常に辛し

c sR と は
.
リ

ー ダ ー シ ッ プで しかガバナ ン ス が で きない

中小企業でも地域の住民が誇りに患う企業になりた い

ガバナ ン ス と言う発想

地域の 宝と して の 企業

c) 20 07 年 9 月 1 9 日 : 旭電気 C S R ヒ ア リ ン グ 前田社長 工場見学を含み 6 時間

旭電気の前田社長の と こ ろは, 高密度の モ
ー タ ー

の 巻き線の加工 して い る ｡ リ ニ ア モ
ー タ ー

や ト ル ク の 高 い モ
ー タ ー

の 巻き線加工と い う点で は, 最先端を走 っ て い る企業で ある ｡

女性を工場長にしたり, ア ライ ア ン ス で理論武装をや ると主張し非常に興味の ある経営を

や っ て い る ｡ 企業倫理も ハ ツ キリ しており , 従業員全員が
｢
うそは い わぬ｣ と名刺 に刷り込ん

で い る ｡

( 4 4 )



企業と の 協働 に よ る地域 づくり推進事業調査報告書 ○

【この ヒアリ ングのポイ ン ト】

決れない ようになるためには
,
JL 適生産をやるこ とだ｡ ⇒ 経済的価値の 甲

⇒ 企業倫理先代の時代か ら, ｢ うそは いわぬ｣ と言う言葉を名刺に刷り込んで い ます｡

巨大化するのがデメ リ ッ トになる時代が来る｡

｢ こ こ は こうあるべき｣ と自己主張できるこ と ｡

女性が伽きやすい場所は
,
男性も働きやすい ｡

ア ラ イア ン ス を組んで理論武装して いく ｡

経済価値の 提供

コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ンカ

社会干献

経済的価値の 提供

D) 東海テク ノ㈱ 市田社長 2 0 07 年 9 月 2 0 日

東海テク ノ㈱ の市田社長の とこ ろは, 環境分析 / 測定, 飲料水分析 , 作業環境測定を行 っ て

い る会社である｡ 3 5 周年記念にゴ ア の ｢ 不都合な真実｣ を上映したり, ｢ B C P 構築と対応事例

セ ミ ナ ー

｣ を開催 して い おり C S R の 取り組み には他社を寄せ付けな い も の がある｡

【こ の ヒア リングの ポイン ト】

Ki d
'

s サイ トの仕組みは必要で ある｡ ⇒ 子どももス テ ー

クホル ダ
ー

環境間 配 生産性をあげるシステム を考えると言う発想は重要だ｡ ⇒ 持続的社会

E) これら の ヒ アリ ン グから見えてく るもの

三重県の 中小企業の ヒ アリ ン グは, 中小企業家同友会に企業選定をお願 い した ｡ 旭電気と宮

崎本店は
,
先進事例であると い えるが, こ の レ ベ ル まで三重県の 中小企業を持ち上 げる施策が

必要になる ｡ C S R フうミ企業の 経営戟略構築上 非常に重要であり , 2 1 世紀 に生き残 るため には, こ

の 2 社 と三重県以外の 先進事例の徹底 した研究と大企業と異なる C S R の 戦略論的性格の 勉強

会を組織化するこ とが必要になる ｡ 新製品を開発 したり, オ ン リ
ー

ワ ン の製品を開発するため

には C S R 的発想で企業経営を行わない と生き残れな い こ とを産
･

官
･

学 の研究会で行うことが

求め られる ｡ そ の場合, 三重大学 M O T に集まる ル
ー ズ フ ィ ッ トな研究グル

ー プをまとめなが

ら強 い リ
ー

ダ
ー シ ッ プを揮える ｢ あすの 三重の 産業を考える会 (仮) ｣ の ような組織が必要にな

る｡

( 4 5 )
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図 3-1 ス テ ー

ク ホ ル ダ ー

C S R ( 企業の社会的責任) に つ いて

c s R とは､ 企業を取り巻く様々なステ
ー

クホルダ
ー ※との交流を通じて ､ 良質な製品

.

サ
ー ビスを

提供するという本来の事業を基本に ､ 社会規範としての法令遵守はもとより､ 環境保護や地域活

動などに積極的に取り組むことで ､
企業自身のみならず環境 ､ 社会の健全で持続的な発展に寄

与する企業行動である｡
※ ステ

ー クホル ダ ー

: 消責者 ､ 投資家 ､ 従 業員､ 地域 住民 ､
N P O

､ 政府など

ステ
ー

クホルダ
ー

との交流を通じた

C S R へ の取組

｢ 平成1 8 年度中部地域 にお ける パ
ー

トナ
ー シ ッ プ に基 づく C S R 活動調査｣ ( 社団法人地域問

題研究所) にお ける ヒ ア リ ン グ の まとめ にお い て地域問題研究所 は以下の ように企業 の C S R

活動を総括 して い る｡

｢ わ ずか 30 例の 調査結果をもとに ,
広範にわた る C S R 活動 の分析をお こな い , 結果を定義す

る こと に大きな意義は見出せな い が , 簡単なまとめ を以下に付記する｡

(1) 各企業にほ ぼ共通 して い た の は, C S R 活動と いう特別な認識は持 っ てお らず, 企業理念

や経営者の 思 い か らス タ ー ト した活動が , C S R 活動に結実して い ると い う こ とであ っ た ｡

『結果と して の C S R 』 , あ る い は
『本業 - C S R 』 と い う傾向が強く, 大企業の C S R と の 大

きな違 い が見られた ｡

(2) 環境分野にお けるネ ッ ト ワ
ー

ク を中心と した選定で あ っ たた め, 取り組む分野と して は

環境保全活動が大多数で あ っ た ｡ 環境を核と して , そ こ か ら従業員, 地域を巻き込んで の

C S R 活動 へ と発展 して い る例が多か っ た ｡ しか し
,
中には障害者雇用, 労働環境整備t マ

イ ノ リテ ィ の支援などに取り組む企業も散見された ｡

(3) 企業業績はお おむね好調と見受けられ た ｡ た だ し, 好調な業績を背景に C S R に取り組

むと い う こ とではなく, C S R - の 取り組み結果が目に見えな い 信頼や共感を生み ,
業績 に

結び つ い て きて い るようだ ｡ ま た, 活動 の成果が業態変革や新規部門立ち上 げの き っ かけ

にな っ て い る例も多く見受けられ ,
注目に値する ｡

( 4 6 )
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(4) 活動 の 対象となるス テ ー ク ホ ル ダ ー は顧客, 従業員, 地域社会が ほとん どで ある ｡ 取引

先か らの 要請や サ プライ
･ チ ェ ー ン の

一

環と して取り組む
『受身の C S R 』 は, ほ ぼ事例中

には見受けられなか っ た｡

(5) 取り組み の き っ か けとして , 経営者が中小企業家同友会や青年会議所等の 活動を通 して

影響を受けて い る例が多くあ っ た｡ また ,
N P O , N C O , 地域社会と の連携も独自の ル

ー ト

ですで に関係が持たれており, 相当数の 事例が見られた ｡

(6) 経営者の 意見としては C S R に対する肯定派が圧倒的で あり, 活動成果の 裏付 けを感 じ

るとともに, 経営者の高 い社会意識も感 じられた ｡ カ タチで はな い ,
心 の伴 っ た C S R の 実

践が見られ , その 地に足の 着 い た取り組み姿勢には感動すら覚えるもの であ っ た ｡ ｣

2 ) 三 重県中小企業団体中央会の調査 (平成 1 7 年) からのまと め

『
社会的要請事業調査研究事業報告書』 ( 平成 1 7 年, 三重県中小企業団体中央会) は , 社会的

要請事業に つ い て は ,

｢
本来 の 業務 ( 企業の収益性と つ なが らな い) と直接関係 の な い 取り組み

であると認事故して い る｣ こ とを分析して い る (P ･ 6
,
P ･ 9) ｡ しか し, 取り組み理由か ら見ると,

｢ 社会的要請事業に取り組むこと により, 自社 の 事業に何らか の よ い 影響がもた らされ る こ と

を期待 して い る｣ と言うこ とを分析して い る (P . 8) ｡

社会的要請事業は ,
企業サイ ドか ら見ると, 負担に つ なが るだけでなく, メ リ ッ ト は少な い

の で
, 企業が行う ことの意義 ･

意味が見 い だせ な い と考えて い ると分析 して い る (P . 21) ｡ 取り

組み理由を見ると, I S O 1 4 0 00 取得 に力を入れ て い るため , 客先に求められた ,
地域住民との コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを深め る ため , 人間として当然の 行 い であると い う こ とをあげて い る (P .

35) ｡

図3
-

2 C S R は儲 けに繋がらない か ?

｢ C S R は
,
儲けに つ な

がらな い｣ と言う意見

｢ 創造 的破】衰｣

の よう な パ ラ ダ

イ ム を変え られ

る よう な何 ら か

の 仕掛 けをする

と言う発想

儲 か る よ う に な る

と認識 させ る ｢ デザ

イ ン｣ が政策の 背後

に必要

( 4 7 )



● 論 説

3 ) 三 重県の 中小企業の S W O T 分析

図3- 3 の S W O T 分析を行 っ て み ると C S R に 関する戦略的な取り雑み が遅れ て い る こ と が

わか る ｡

S W O T 分析 の 弱点に関し て は, 他地域と の 連携を促進 しなが ら三重県の 中小企業の C S R に

関する認識の 低さを解消する政策が必要になる｡ 中小企業の 経営者や従業員に環境経営の重要

さを認識 して もらうため に, 後述するような三重大学の M O T を利用 して もらうため の 方法論

を考えるこ とも課題になる ｡ 既 に述 べ た葛飾商工会議所会員に C S R に つ い て の ヒ ア リ ン グを

行 い 同時に勉強会もや っ た例か らも分かるように, C S R に 目を向けて い た だく人的ネ ッ ト ワ
ー

ク と情報ネ ッ ト ワ
ー ク の構築が 必要となる｡ ま た , 経営品質活動を C S R 活動 に転換 させ る施

策も研究課題になる ｡ 前 にも書 い た ように ,
三重大学 M O T に集まる ル ー ズ フ ィ ッ トな研究グ

ル
ー プをまとめながら強 い リ ー ダ ー シ ッ プを揮える ｢ あすの 三重の 産業を考える会 (仮) ｣ の よ

うな組織が必要になる ｡

図 3-3 S W O T 分析

荏 : 三重 大学渡速研究室 & 渡遠ゼ ミ 作成

三重県農水商工部で は, 以 下 の よう に C S R を捉え
,
地域社会の 発展に向けた戦略を考えて い

る ｡ その 場合, 後述するように ｢ イ ン セ ン テ ィ ブ｣ ｢ トラ ス ト｣ ｢ コ ネ クタ｣
｢
仕掛け｣ が必要に

なる ｡

( 4 8)
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図 3-4 三 重県農水商 工部と C S R

多様 な 主体 が 参 画 し ､ み んな で 支 え る社会 の 形 成( 新 しい 時 代 の 公) と,
｢ 人 間 力｣ ､

｢ 地域 力｣ ､
｢創 造 力｣ とい っ た 文 化 力 の 向 上 に よ る地域 社 会 の 発 展

※ ス テークホ ル ダー.消 辛者 ､ 投資 家 , 従業 且 ､ 地 土或住 民 ､ N P O
､ 政 府など

｢ イ ン セ ン テ ィ ブ｣

｢ トラス ト｣ ｢ コ ネ ク

タ｣ ｢ 仕掛 け｣ を検討

す る

三重大学渡連研究室で は,
以~F の ような ス タ ン ス で C S R の 研究を行 っ て い る ｡ 以 下 は ,

｢ リ
ー

デ ィ ン グ産業展みえ2 0 07 ｣ で提示 した パ ワ
ー

ポイ ン ト で ある｡

C S R は , 企業をより強くするための 武

器になりうる

･ C S R という動きは今後 , 企 業の 存続に対してより厳
しい要 求を突きつ けてくる可 能性がある｡ ｢ その 重要
性に気づく頃に はすで に勝敗は決まっ ている｣ とも
い われる｡

･ 環境問題対策そのものもC S R の 一

部と考えられて
い る｡ C S R を良く知るこ と｡ その 上で , これをどう捉え
るか ｡

･ C S R が｢ コスト｣ や｢ 業務負担の 増加｣ で はなく
,
実は

企業をより強くするための 武器になりうると言う認識
が重要 ｡

企業戦略 の 観点 か

ら C S R を 考 え た い

と い う提案で あ る｡

荏 : 作成は 三重大 学渡遵研究室

以下も
,
C S R を戦略的に取り親んだ事例と して ｢ リ ー デ ィ ン グ産業展みえ 20 0 7 ｣ で 提示 した

パ ワ
ー ポ イ ン ト で ある ｡
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荏 : 作成 は三 重大学渡達研究室

4 C S R を使 っ て何ができるの か - C S R と新 しい 時代の ｢ 公｣ -

c s R と いう発想の 中に , 商品の 売買か ら保守サ
ー ビス

,
問 い合わせヤ ク レ

-

ム へ の 対応など,

個 々 の 顧客との す べ て の やり取りを
一

貫 して管理する こ とにより実現する C R M (C u st o m e r

R ela ti o n shi p M a n a g e m e n t) と い う発想を取り込んで いく ことが必要になる こと がある｡ C R M

は
, 顧客の ニ

ー ズ にきめ細かく対応するこ とで , 顧客 の利便性と満足度を高め ,
顧客を常連客

と して囲 い 込んで収益率の極大化をはか る こ とを目的と して い る ｡ 顧客個人や コ ミ ュ ニ テ ィ と

やり取りを しながら商品開発するなど, 企業 の バ リ ュ
ー チ ェ

ー

ン そ の もの に組み 込んで しまう

の が次世代の C R M で あると い える ｡ そ の場合, ス テ
ー ク ホ ル ダ

ー
･ リ レ

ー シ ョ ン シ ッ プ ･ マ

ネ ジ メ ン トが 要請され るようになる ｡ ス テ
ー ク ホ ル ダ ー を企業の C S R シス テ ム の 中に取り込

むには, それなりの ノ ウ ハ ウ や経験が必要とな っ てく る｡

( 5 0 )



企業と の 協働に よ る地域 づくり推進事業調査報告書 ●
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こ の 報告書では
,
ス テ ー ク ホ ル ダ ー ･ リ レ ー シ ョ ン シ ッ プ ･ マ ネ ジ メ ントを行 っ て い く組織

は
,
三重県が提唱する

｢
新 し い時代の

『
公』｣ の 方針をより具体的な形で推し進め官

･

民
･

その

他多くの 主体を運営の 中に取り込み ,
ガ バ ナ ン ス と いう発想か ら緩やか な連携を追求するもの

として提案した い ｡

｢ 新 し い 時代の公｣ と
｢ 地域に存在する誇れる企業の創出｣

『｢ 新 し い 時代 の公｣ 推進に向けた検討結果 (最終案) : 平成 1 7 年2 月』 の 中で , 県民と行政

の 関わりの有無に つ い てと言う項目で次の ように述べ て い る ｡ (2 9 - 3 0 ペ ー ジ ｡)

｢ 公 (公共領域) を担 い 手と して の 行政と県民の 関わりが有るか無 い かと言う視点か ら A
,
B
,

C の 3 つ の 領域に分けます｡

図 4 -

2
-

A 新 しい 時代の ｢ 公｣

行政が主と して 担う領域 多様な主体 が担 う領域

( 51 )



● 論 説

A . B . C の 領域 の 区分は ,
固定的であるとは限らず, 県民 の 活動や, 状況等によ っ て絶えず変

化するもの と考える必要が あります｡ B l は行政が主体 となり, 県民が参加参画協力する領域

です ｡ こ の 領域は県民の 参加, 参画により事業の効率性が高まる よう に取り組みます｡ B 2 の

領域は
,
県民と行政がそれぞれの 役割を分担する領域です ｡ こ の領域で は県民と行政が目的,

目標を共有 して双方の役割分担
･ 責任分担, 成果の 帰属等を明確にして取り組みます ｡ B 3 は ,

県民が主となり行政が支援 して い る領域です｡ こ の 領域では , 県民が活動の 主体であるとと も

に実施主体と して活動 します｡

行政が 主と して担う領域 は, 民間や多様な主体の 力が 強まれ ば図 4-2 B の ように減 っ て い く

し
,
そ れら の 力が弱まれば, 図 4-2 C の ように増大するもの である｡

図 4
-

2 B 行政 が主として担う領域が減少する場合

行政が主と して担う領域 多様な主体が担う領域

A . B . C の 領域 の 区分は, 固定的であるとは限らず, 県民 の 活動や , 状況等によ っ て絶えず変

化するもの と考える必要がある ｡
｢
地域 に存在する誇れる企業の創出｣ と いう ス タ ン ス をと る

産業施策と は, B 2 , B 3 の 領域を C S R の 発想を利用 しなが ら, うまく設計する こ と で ある｡ こ

の考えを C S R 型産業施策シス テ ム にブ レ
ー ク ･ ダ ウ ン してみ ると以下の ようになる｡

( 5 2)



召モ菓と の 脇侶引こよ る 地域 づ く り推進I
I

JJ. 菜調 査報･:
1

;
-

潜 ●

園 4-3
｢

新 し い 時 代 の 公｣ 型 の C S R T坦産 貰 施 策 シ ス テ ム の 概 念 樹

回 J-) B ･ (
1

J l 境 界領

域 を ′ ､
ソ キ リ さ せ f L

t

て 上 VJ ｢
/
レ キ シ 1 ル

; = ネ ッ ト ワ ー
'
} 囲 を

設 計 で き る 上 う に rf

る こ と 5 く ホ イ ン ト で

方' る

■
" m " M "

J i
-

･1 ミ
1 i

･ - - - i

三 宅県 がIi =.
L
: L て 担 う 領域 多様 な主 体 が 担

:
) 海 域

[ ン セ ン 111 1 ･-/ ト ラ

ス ト
.
｢ ネタ タ
.
什掛け

i/
,
JjZ ､!Jk にな る

複雑な 同 港 に対

応 す るた め に 多様

性 を設 計 す る こ と

が C S R 的 政策 に

な る
｡

r' .. テーケ ホノL
//-

･ リ ン-Ll

ン ノ ノ 7 .
マ ネ ン ノ ン F･ が 三. 賀

囲 413 の
｢
新 し い 時代の 公 ｣ の フ レ - ム ワ

ー

ク を示す カ マ ボ コ 巧望の 国で は .

一

定の 枠組み の

中 で の活動となりZ製完的にな っ て しまうの で
,
こ の ｢ 新 し い 時代の 公｣ 型運営 シ ス テ ム の も つ

有妙陛 何 能経と ス ケ
ー

ル) を政一削別 二表現する ため . 後述する ネ ッ ト ワ ー

ク 同が必要になる__
.

社会的 シ ス テ ム で は . 7 n p u t はl･r
L] じ でも ,

シ ス テ ムl
^
j の 犠能を変え る こ と に よ っ て O u t p u r を .

人きく変える こ とは可能で ある′

=
､ C l o s e d S y s t e m を O p e n S y s t c ITl に す る こ と で構造はあまり

'

& 化 させ なくて も, 俄能を大きく変化させ る こ とは ")L能 に な る ヒ ア リ ン グ で 比た宮崎本J占の

( 5 3 )



● 論 説

ような ｢ 地域に存在する誇れる企業創出｣ と いう産業施策は ,
ク ロ ー ズ ド化 して い た民間企業

をオ ー プ ン化 した企業 S y s t e m と して再設計 し, そ の 中に地域 S y st e m の
一

部を取り込んで い

く ことでもある ｡

シス テ ム論 の発展形態である図 4-4 と図 4-7 の ようにネ ッ トワ
ー

ク論的に見ると, 組織は,

構造が同じでも機能を変化させ る こ とがで きる の で , 境界領域が ハ ツ キリしな い の でよりフ レ

キ シブ ル にネ ッ トワ ー ク図を設計出来るこ とになる｡ その ネ ッ トワ
ー ク図に機能と構造を落と

し込んで みると
｢
新し い 時代の

『公』｣ の 戦略が提案できるようになる｡ 無限集合では必然的に

多元的な価値観を包み込む マ ル チ ･ エ ー ジ ェ ン ト (多元主体) の 世界になるか ら , 統
一 さ れ た

価値観 に基づく最適化 は不可能で ある｡ ま た無限集合で あるか ら名前に よる個別管理 はでき

ず
,
ユ ニ バ

ー

サ ル なル
ー

ル に基 づ い て秩序を保 つ ほかはな い ｡ オ
ー プ ン ･ ネ ッ ト ワ

ー ク的発想

は
, 多元的な価値観を包み込みなが ら秩序と調和をめ ざすと い う意味で ,

21 世紀型の C S R モ

デ ル の ため の 新 し い運営方式に最も適して い るもの と言える ｡

21 世紀型の ビジネス
･

モ デ ル は
,
W e b 2 . 0 に代表されるように, 無料部分 ( 限界費用が限り

なくゼ ロ に近 い) と有料部分を組み合わせ るもの と考えられ る｡ C S R の モ デ ル も こ れか ら大き

く離れ る こ とはできな い ｡

図 4
-

4 シ ス テ ム論的発想とネ ッ ト ワ
ー

ク論的発想

2 1 世紀の C S R モデル

ポイントは

1 二し
有料部分 + 限界土用ゼロに近い 部分を如何 に設計するかだ

図4- 5 はイ ン タ
ー

ネ ッ トの 概念図の 自律
･

分散
･

協調 モ デ ル で ある ｡ こ れを コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン の 結節点を重要視するネ ッ トワ
ー ク論に発展させ たもの が図 4-6 である ｡ 図 4-7 は , そ れを

三重県の政策の
｢ 新 し い 時代の

『
公』｣ の ス キ

ー ム に落とし込ん だもの である｡

( 5 4 )
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図 4-5 自 紳
･

分散 ･ 協 調 シ ス テ ム の 構 造

分 散性 . 自律性
.
協調(再統合)性を

富む進んだ生 産シス テム

● 卯 舟 板禿などの缶r1 ( セJ し)

▼
､

-

. /

-

I T ネ･ソト ワーク網

図 4- 6 自律 ･ 分散 ･ 協 調 ネ ッ ト ワ ー

ク の 槻能

･ G

機 能 を 考 え て 関

連 性 u ) あ る 所 を

結 び つ け ろ . 1

囲 417
｢
新し い 時代の公｣ 塑 の ｢ 地 域 に存在す る誇れ る余業のaJ] 出｣ シ ス テ ム の 概念図

i r . + { ' '~_屯 叫 f
; 澄を 2 ) 貞 る 仝 ノ' 上 ∵ こ蟻 ㈹ と主筆l鼓岨

｢ 自律的産業政策の並進｣ .

｢
7
'

-[f.'力ある地域産業の 振興｣ ,

｢ 知恵と知識を呼び込み生かせ る地域

づくり｣ と い う産業施策の た め に は . 気心 の 知れた仲間が必 要で ある こ とが色 々 な事例で紹介

され て い る
二 関西 に は ｢京都試作工 房｣ ｢ 神戸 ア ド ッ ク｣

｢ ナ ニ ワ 企業[ .g 地｣
｢
ロ ダ ン 2 1 ｣ ｢ H I T ｣

と い っ た よく知られた ビ ジネ ス ･ ネ ッ ト ワ ー

ク がある
_
J こ れ らに共通するの は背景に何らか の

親織があり. その 中 で 信頼感をはぐくん できた仲間同上だと いう こと で ある ｡ 例えば ｢
京都試

( 5 5 )



● 論 説

作_
r二房 ｣ の 12 祉 の 杜 氏 は . 若 い 頃 か ら京都機It-

r

f 連 ( 機械金 鳩中小 企業-# 年 連 絡会) の メ ン ′ ー

と し て 活動し. 気心を知り合 っ た仲間で ある . , そう い っ た群がな い と こ ろ に ビジネス ･ ネ ッ ト

ワ - ク は容易に生まれ な い ように見える: . M O T の 講義の ために ヒ ア .) ン グ した京都試作ネ ッ

ト の11仁義で あ る一株最上イ ン ク ス の 鈴木社長は
｢
京者E機 首連で はリ ー ダ ー

シ ッ プを発揮 しなが ら

個 々 の 企業をまとめ て い たが. ネ ッ トワ ー

ク が京都試作ネ ッ ト 京都試作工 房と発展するに従

い
. 民 主的な ガ バ ナ ン ス か ら の意思 決定積構に 変化して い る｣ と述 べ て い る, , 三 重県内の ヒ ア

リ ン グ で 開く ことがで きた
｢ C S R を活用して地域に存在する誇れる企業を創出｣ するた め の コ

ン セ プ トが阿4- 8 に 示すも の で あ る. ｡

図 418 魚 い リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ と C S R コ ン セ プ ト を持 つ ｢ 新 L い 時代の 公｣ 型 シ ス テ ム

注 : こ If) 回 は 誰 か が 力 を抜 い た ら 転ん で L 壬
:
) こ と を 示 L て い る

_.
改革77] 期 の 段 階 で は .

強 い リ-
// 一 シ ソ-/ C r) 下 に . 自 律 ･ 分散 ･ 協調 型 ガ J ( ナ ン ス ,r) コ ン セ 7■トで 動 く

｢

新 L い

時代LT ) 公｣ 型o ) シ ス テ ム 構 築に 向 汁 て 努力が 必 要 で あ る こ と を 示 L て い る ′

.

症 : ｢ あ 十 の 三 重 の 産 業を 考え る 会 ( 仮) ｣ トi .

｢ 統 治 L な い 碇 泊J I ) よ
:
) な新 L いIH バ ナ ン

ス の ))
'

法 を研 究 L な が ら C S R を 企業戦略の 中に 組_み 込 む こ とを 議論 し. 二 電県内 の 中小 企

築を 指 導 L て い く 組 織 に な る こ と が 期待 され ろ . そ れ( t
~折 L い 時 代LT) 『公』｣ U ) 理 念 を 産

業 政 宗 と L て 具 附 ヒす る もV ) で もあ る ,

江 : 作 成は 二 重 人学 捷 題研 究 室

C S R と C R 及 び県の 施策の 関係は . 囲 4-9 の よう に 示すこ とが できる､ そ こ で は . 県の 行う

産業政策と N O P や N G O 等 の 行う こ とが で きる活動をス テ
-

ク ホ )i , ダ - ･ リ レ ー

シ ョ ン シ ッ

プ ･ マ ネ ジ メ ン トの 観点から分解で きる能力の必要性をホ して い る .I, と 同時に,
こ の ネ ッ ト ワ ー

ク の 中に ｢ 破壊伯イ ノ ベ ー

タ
ー

｣ を組み込む こ と で もある こ とも示して い るo

破壊的イ ノ ベ
ー

シ ョ ン と は . ク レイ ト ン . ク リ ス テ ン セ ン が提唱し て い るも の である ､ ク T)

ス テ ン セ ン は
, 多く の 業界に つ い て の

'

)〉析結果を示し.
D i git 之11 E q ui p m e llt C o r p o r a ti o n ( D E C )

に 代表され るか つ て の 優良企繋が ト ッ プ の 軽か ら落ちるの は .
一競合他社が強くな っ た ため では

( 5 6 )



企業と の 協働 によ る地域 づ くF) 推進部莱調査献キー;1
1
ミ
=

●

なく･ む し ろ一見取る に 足 ら な い よう な, あ ま り貿 の 高くな い ソ
.
) ユ

ー

シ ョ ン を提供す る新規

参入企業が現れ たためだと結論づ ける ｡ 大手企業は一般的に 要求度の 高 い 顧客の ニ ー ズ に応

える た め , よ り高権能な商品の 開発に)J を入 れる -
, こ の 性能向上を求め る絶え間な い 努力を,

ク リ ス テ ン セ ン は ｢ 持続的イ ノ ベ
ー

シ ョ ン｣ と呼 ん で い る｡ 技術進歩の レ ベ ル が顧客の 実際の

ニ ー ズ と活用能-)J を はるかに超えると . 行き過ぎが菓 削 二出る c 新興企業に .
より安く単純で .

高橋能を必 要と しな い 顧客か ら見れ ば十分な性能を持 つ 商品を提供する構会を与えて しまう

と. ク
.) ス テ ン セ ン は分析 L こ れを ｢ 破壊n() イ ノ ベ

ー

シ ョ ン ｣ と 名 づ けて い る,: ク .) ス テ ン

セ ン の 考え に よ る と. 新規参入食業は低価格帝 の 市場に 一度枇をお ろ せ ば , そ の 製品を改善し

て シ ェ 7 を拡大する ことがで きる ｡ 場合によ っ て は
.
rh

'

場 ト ッ プ の 企業を追 い 落とすこともあ

F) 得 る と いう の だ｡ 破壊的イノ ベ ー

タ
ー と は . 設計や 発想 の rEl に ｢ 創発｣ の 発想を組み 込む こ

と でもある ｡

ネットワーク時代 と ユ ビキタス時代 ( ｢ L) - チ ( ン グ r;f 2Li 頓 1 + え 2 川 )7 ｣ で 紗 (' L た , り 一ホ イ ン ト)

E = =三三コ

l

軌条と い う用語は . 研究面から言えば
.

｢
あるも の の探求｣ に終始 して きた従来の 狭 い 認識科

学の 枠を超えて .

｢
あ る

N

ベ き
"

も の の 探求｣ を行う新し い 設計科学をEJ 指す べ きと いう意図が

ある , 設計と計画 の 鼓も大きな遠 い が
.

｢
創発｣ を受け入れ るか 否か である,I . 創発とは ,

｢
設計の 実践｣ 一 例えば ｢ 施~｢ ｣

｢
実装｣ な どの 局所的な動きが寄 か) 集まる こ と で ,

きの禽和と は異なる高度で複雑な全体秩序が立ち上 が

えた構造の 変化や . チ

笹型些

単なる動

る現象で ある ㌻

_
, そ こ か らは .

｢ 計画｣ を超

明して い な い 創造が 誘発さ れる 可能性が畠 い の で ある o

い つ どん な形で 起 こ るか分か らな い 現象で .

画｣ は創発を
,

i
･

け 入 れなか っ た の で ある ‖

し か し創発は .

こ れ を事前に把握する こ とは できな い u 従 っ て ｢ 計
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● 論 説

図 4-9 C S R と C R (7) 位~r軍づ け お よ ぴi
[
;
1
.- の 施術

ii: :
7
/ 碇大学i僅過 研究 室 作 成

こ の 発想を利ITl す る と . N P O の 活動を支援 しなが ら . C S R の 発想か ら コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ビ ジネ

ス を立 ち L Lf て 軽業活性化を岡る こともl ･[ 能 になる. 三 重県
の 産業政策 へ の 取り組みを通じて

製品
･ サ - ビ ス の 向_

1･
.を図
るため に は

,

｢
破壊的イ ノ ベ

- ク ー

｣ を組 み 込み ながら以下の ような

課題を追求す る こと に な る L､

● 産業界と教育界と の連携

･

_
上某高校

･

高専 の カ
r
) キ ュ ラ ム 改善

( 58
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･ イ ン タ ー

ン シ ッ プ制度など学校と地域企業との 交流を拡大

･ 工程管理 ･ 生産管理の カイ ゼ ン活動を追求するため の 共同研究

･ M - E M S を工程管理 へ 生かすため の 方法の 共同研究

●地域企業にお ける職場活力の 改善努力

･

職員 の 能力開発や処遇改善によ る活力ある職場 づくり

図 4
-

1 0 中小 企業群 に ｢破壊的イ ノ ベ ー

タ
ー

｣ を組み 込むス キ ー

ム

図 4-11 は , M - E M S 取得と C S R を関連づ けたもの で ある｡ そ の 場合, ｢ 破壊的イ ノ ベ ー タ ー

｣

的モ ジ ュ
ー

ル を組み込む ことを考えなければ ならな い ｡ 21 世紀型の C S R モ デ ル は限界費用が

ゼ ロ に近 い モ ジ ュ
ー

ル と有料の モ ジ ュ ー ル を組み合 わせ るもの で ある こ と は既 に述 べ た ｡ 図

4-1 1 は , 再 チ ャ レ ン ジ予算で大学の 講義を無料に しなが ら, 有料 の共同研究を進め る こ と で環

境問題を解決 しなが ら C S R の 意識を高め同時に生産性向上 に向けた コ ン サ ル を行うこ とを示

して い る｡

( 5 9)



● 論 説

図 4
-

l l M - E M S 取得 に関連づけた施策 ⇒

中小機構中部支部

授業料減免措置 : 再 チ ャ レ ン ジ予算

M
･

E M S を取 得 し

た中小企業

M
･

E M S を取 得 し

用と して い る 中小

企業

補助金
外 部資金 の 増加

c s R を企業の戦略として使う ｡

基本は, 生産性向上 ｡

み え環境県民運動協議会

三重大学 M O T

企 業 の 実態 分析

て , 合理 化 , 生産

上をア ドバ イ ス

商工会議所連合会 : 万 博

ネッ ト L で講 義を流す

現 代 G P で 高

島平再 生プ ロ

グ ラ ム を展開

し て い る 大東

文化大 学環境

創造学部と環

境経営学 の 講

義を交換

I C E T T

環境経営をや

っ て も儲け に繋

がらな い と言う

意見

■ ■

パ ラ ダイ ム チ ェ ン ジ

共同研究 で儲

か る体質に中小

企業 を変換する

地域 の 活性化

M O T の 講義は ,
高い 評価を得て い る

図 4- 9 は C S R 活動が C R 活動に繋がる こ とを示 した もの であるが, 図 4-1 2 は , C R 活動が結

果的に C S R 活動に繋が る ことを示 したもの である｡ C R の 側面か ら生産面の カイゼ ンを行 い ,

c s R の 各側面の レ ベ ル ア ッ プを図るため の 政策を検討する ｡

( 6 0 )
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図 4 -

1 2 C R と CS R の ジ ョ イ ン ト

C S R は
,
戦略的 マ ネジ メ ン トその も の であると言う主張が各種 の報告書で なされ て い る ｡ 例

えば
,
以下 の ような発言が多く見られ る｡

｢ ･ 従 来は取引関係や環境 へ の対応が中心で , 地域貢献と い えば企業に被害を及ぼさな い

程度の対応にと どめて い たが
,
最近は従業員の利益も考えて い ますかと いうような詰もで

てきて, 最低限の レ ベ ル を ど こ に置くか , ど こ まで カ バ ー す るか と い う こ とが課題とな っ

て い る｡

( 6 1 )



● 論 説

･ コ ン プ ラ イ ア ン ス だけ でなく, C S R の 対象項目と して 多くの もの が出されており, 企

業と して は ,
とり こ ぼ しの な い ように大事なと こ ろか らや っ て いく ことが必要｡

･

本格的に C S R に取り組んで い る企業は , ま だ 1 0 - 20 社くら い しか な い ｡

･

環境I S O で は基準を守れ ば い い が , C S R は マ ネジ メ ン トそ の もの で , 業界の 平均の ベ -

ス をなる べ く超えるように したり, 前年を超えるような普段 の 努力が必要と いう話になる ｡

･ C S R は
, 各企業が どの ような分野にウ ェ イ トを置くか が重要で あ っ て

,
自社は こ こ が

強 い , こ こ は特徴だと い うもの を洗 い 出す必要がある｡

･ 全体と して, 環境 は強 い が女性雇用は不十分で ,
ガ バ ナ ン ス の仕組み はあ っ て も十分

で はな い ｡

･ 地 方の 老舗で こ れまで生き残るためにや っ てきた こ とは何なの か , そ の特色を C S R と

し て捉える ことが必要である｡

･ C S R と い う認識はなくとも, 経営者の特色が あれ ば, それ も C S R の 成功事例と して見

せ て いく ことが必要 である｡

･ C S R と い う言葉が浸透 し つ つ あるが , C S R に 取り組むこ とが どの ように プラ ス になる

の かを示 して い かな い と い けな い ｡

･ C S R の 精神を い か に社内に浸透させ るか が課題であ っ て
,
そ の場合 ,

ト ッ プ の 理解が

重要で ある｡ 社員に ,
ど の ような意識を持 っ て仕事を してもらうかと いう こと だろう｡

･ コ ン プ ライ ア ン ス をまじめ にや っ て い る と こ ろ は少な い ｡

･ C S R で N E E T (働 か な い 若者) や少子高齢化 に対応するこ とは望ま し い ｡ ｣

図 4-1 3 は , C S R を戦略的に使う時の シナ ジ ー 効果を出すため の 産業政策の 流れを図示した

もの で ある ｡

図 4 -

1 3 蛍蛭略的 に C S R を使 っ た産業政策の 流 れ

( 62 )
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生産管理や工程管理の カイゼ ンと関連づ けた産業施策｣ が必要なの は, 以下 の ようなヒ アリ

ング の 事例か らも ハ ツ キ リする｡

C S R と 地域の活性化 に関する問題提起

地域貢献は C S R の 重要な分野の ひと つ であり,
｢
新 し い 時代の

『公』｣ の 観点か らも, 地域訣

題の 解決や地域の 活性化 に向けた新 し い 取り組み の創出が期待され て い る｡ 現在 ,
三重県にお

い ては中山間地域な ど条件不利地域 にお ける農山漁村地域の活性化が, 重要な課題の ひと つ と

して位置づ けられ ており, 中でも最近
｢ 限界集落｣ と いう言葉に象徴され るように, 若者 の流

出により高齢者 ばかりとな っ た集落に対する状況把握や営農
･ 生活面で の 支援策に つ い て , 早

急な検討が必要にな っ て い る｡

こ の ような状況を打破 し, 地域を活性化するため には ,
C S R を利用 して農業

･

林業
･

漁業を

パ ラダイム チ ェ ン ジを含む改革をお こ なうため には ,

｢ 破壊的イノ ベ
ー タ ー

｣ 的モ ジ ュ
ー

ル を組

み込み , 農産漁村地域 にパ ラダイム チ ェ ン ジを含む改革を起 こすこ とが有効である｡ また , 地

域 の 活性化の ため には , 若者と高齢者に優し い 地域の 設計が必要になる｡

例えば, 南伊勢町で企画 して い るも の に ,

｢ か らすみ｣ 体験 ツ ア
ー がある ｡ ｢ 『か らすみ』 を作

る漁師さん + 船宿 + 民宿 + 伊勢市の 観光｣ をセ ッ トに して い る｡ こ の 地域は ,
ボ ラが大量に捕

れ るため こ の 素材を生かすこ とを考えて い た ｡ ｢ か らすみ｣ は完成までに 1 ケ月かか る｡
｢ か ら

すみ｣ を作る作業を した後 ,
1 ケ月 ほ どの ケ アが 必要で ある ｡ ｢ か らすみ｣ だけで は季節限定的

すぎるの で , 地元と協議したら, 旬 の魚を使 っ た
｢ く ん製｣ を作る シナ リオを提案してきた ｡

以下 の ように N P O 等を中心に議論の 流れを設計する こ とがで きれ ば ｢ 破壊的イ ノ ベ ー タ ー

｣

的モ ジ ュ
ー

ル の 組み込み は成功 である｡

概念的なプラ ン を提案するq 詳細設 計q 修正 日更 に レ ベ ル ア ッ プ し た詳細設計

( 6 3)
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図 4- 1 4 地j或 の7 .1
'

硝令古間題 の 解fjt と 高齢 者 と1
'

.

=
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セ ン ト レ 7
'

◆~~~◆ 船
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図4 -

1 6 付加価値商品を目指すとは何か

付加価値商品を目指して

南伊勢町が実験的に行 っ て い るブラ ン ド化戦略は , 消費者が判断して
｢
素晴ら し い

･

美味 し

い ｣ と言 っ てもらえなけれ ば意味がな い う共通認識の もとで動 い て い る の である｡ それ は, ど

こ にでもあるもの では ,

｢ 伊勢と い うブ ラ ン ド｣ で は
, 数週間 しか持たな い と東京の ア ン テナ

シ ョ ッ プ の お客さんか ら言われた の をキ ッ カケ に考え直 した こと にある｡ その ため , 旬 ごとに

付加価値を付けるブラ ン ド ･ マ ネ ジ メ ントが要求されると認識した｡

図 4-1 6 と図 4-1 7 は
,
ブ ラ ン ド ･

マ ネ ジ メ ン トを適切 に行うため の N P O を設計し, 集客交流

産業を創り上 げて い く こ と になる ことを示 して い る｡ また
,
こ の 両図は ,

企業 の 資金を集めて

運営されており ,
コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ビ ジネス を立ち上 げる ことで

｢
地域 づくり｣ に寄与できる仕

組みを作 るこ とが できる ことを示 して い る｡

( 6 5)
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図 4-17 三 重丸ごとブ ラ ン ド化計画

農業 ･ 林業 ･ 漁業 の活性化にお い て は, 県 は地域の組織化を行 い , 企業 の ニ
ー ズ と マ ッ チ ン

グさせ ると言う方向が全国的に模索され て い る ｡ 上記 の 図 4-1 7 は , 農業
･ 林業

･

漁業の 改革の

ため に ｢ 破壊的イ ノ ベ
ー タ ー

｣ を構築するス ケ ル ト ンを示すもの で ある ｡ そ こ では ,

｢
地域特性

を生かすため に民俗学を利用 した シナ リオ づくり｣
｢ 農業分野における ロ ボ ッ ト技術｣

｢
新商品

開発｣
｢ 日本 の村 が有す る魅力｣

｢
人材育成｣

｢
情報を早く受発信する シ ス テ ム ｣

｢ 農業支援型

N P O 法人｣
｢ 都市と地方の連携｣

｢ 色 々な セ クタ
ー か ら の 要求の マ ッ チ ン グ｣

｢ コ ミ ュ ニ テ ィ
･ ビ

ジネ ス ｣ 等を研究
･ 設計する こと になる ｡ 全国で の 販売競争に勝てる強 い 特産品を つ くるた め

には
,
全国 の消費者 ニ

ー ズ や市場動向の 情報が重要となる ｡ 特 に消費者 ニ
ー ズ 情報を集中して

い る大都市で の ニ
ー ズ調査が重要である ｡ そ の ため には, 消費者 ニ

ー ズ 情報を収集 し, そ の情

報を随時事業者に提供 して い く こ とが課題となる ｡ 情報収集により , 事業者が的確で迅速に意

( 66 )
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志決定ができ
, 常 に新 し い こ と に挑戦する事業者 へ とや る気を起し

, 自らの 事業を主体的に持

続的発展させて いくような体制を つ くる ことが課題となる ｡ そ の場合 , 図 4- 7 で示 した ｢ イ ン

セ ン テ ィ ブ｣ ｢ トラ ス ト｣ ｢ コ ネ クタ｣
｢
仕掛け｣ の デザイ ンを検討するこ とが重要な課題となる｡

特 に, 地域活性化法の 動きを活用 した事例の研究も必要になる｡ 例えば
,
経済産業省の まと

めた事例の 一

部 には, 以下 の ようなもの がある ｡ こ れらを徹底 して研究し, 三重県 コ ミ ュ ニ テ ィ

フ ァ ン ドの 活用等を行 い なが ら, C S R の 観点か ら農林漁業を基盤に した新 し い 地域課題解決型

コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ビ ジネ ス 事業創出に つ なげ地域活性化 に役立てて い く施策を検討する必要が あ

る ｡

表 4 -

1 地 域活性化法の認定事例の
一

部

地域名 事業名 事業概要
地域資源

( 3 類型)

北海道 牛尿 バ イ オ活性液を活用した環境

牛尿 バ イオ活性液の特性を活か し
て

, 農地
.

牧場や飲食店等の厨房
の消臭

.

抗菌を押さえ, 持続効果
の 高い 環境浄化液を開発 . 販売す
る○

牛尿 バ イ オ活性液

北見市 浄化液の開発 ( 鉱 工業品)

北海道 ホ 夕 テ の 煮汁を活用した地域 ブ ラ

ホ 夕 テ ガ イ に よ る燥抽漬の製品化
の 過程で発 生 した煮汁を活用 し
て

,
脱 塩

, 精製 ( お りを取り除く) ホ 夕 テ ガイ

北見市 ン ド商品化 し新しい 旨みと柔らか い 味の特徴
の ある和

.

洋
.

中華に使え る総合
調味料として開発 . 販売する ○

( 農林水産物)

北海道 昆布 ( 釧路長昆布) を活用した押
し寿司用昆布, 昆布締め用昆布の

開発及び販路開拓

釧路長昆布の特性で あ る柔らかく
加工し易さを活か して

, 当社で は
この 豊富な天然資源 の有効活用 に コ ン プ

釧路市 着目し道内生産 では初め て の押し
寿司用昆布

.

昆布締め用昆布の開
発と販路開拓を行うo

( 農林水産物)

北海道

小樽市

小樽ガ ラ ス の 技術を活用 した着

小樽ガ ラ ス の技術特性を活かし,
こ れま で に な い

,
多彩な色を組み

合わ せ , 切 子 ( き り こ) や サ ン ド 小樽ガ ラ ス

( 鉱 工業品)
色 . 切子加工等を施した耐熱性硬 ブ ラ ス ト加工 を施した

,
デ ザイ ン

質ガ ラ ス食器 の 開発 性に富ん だ, 新 しい 用途の耐熱性
硬質ガ ラ ス 食器 を開発し販売す
る ○

北海道
函館産 ｢ ガ コ メ コ ン ブ｣ を発酵さ
せ た醸造 コ ン プ酢の 開発と販路開
描

函館市の 地域資源で ある ガ ゴ メ

( 昆布) の 特性を活かして , 自社

独自 の特許製法に より醸造した, ガ ゴ メ

函館市 香りと旨味がありt ミ ネ ラ ル バ ラ
ン ス に優れた ｢ コ ン プ醸造酢｣ を
商品化し販路を開拓す る ○

( 農林水産物)

荏 : 詳細 な表は , 別冊資料編 に掲載 して い る｡
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● 窟 .1ji

三 重 県 C S R 達 成 企業 リ ス トの 作成

マ ル チ ･ ス テ ー ク ホ ル ダ ー と い う発想 から ア メ リカ の K L D の 作成 し て い る ｢1 00 B e st

C o r p o r a t e C iti z e n s 2 0 D 7 ｣ の ような調査研究の 1
-

1E
'

. 来 る横間 ( N P O o r 人
′

?
I

: の 研究室) を作り .
三

重県阪 C S R の 基準を達成した[rt 業を表彰する r/
こ れ が 設計できれ ば,

C S R を巧
'

i 暗的 に 利用す

る政策に必 要な
｢ イ ン セ ン テ ィ プ｣

｢
ト ラ ス ト｣

｢
コ ネ ク タ｣

｢
仕掛け｣ を満)i できる こ とになる r

評価す る 内容は . 以下 の ようなもの が考えられ る ｡

′

_亘
;輝念と実践の 元離を埋 め る コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン
,

/2 社会純情報の 開示. し喜:1 グ ロ ー バ ル な事

業民間 に マ ッ チ ン グ し た C S R もキ動 .

(二
Ii

/
･顧客満足 臥 萱雇11J , 6 社会貢献 ∴ fl 環境

特 に環境PLl
'

J 題ぬ い 閏 L て は , 輯近産業界で P L M ( P r o d u c t Lif e C y cl e M a r l a g e m e n L) の 動き

が本格化して い る こ とを考える と. 部.与占や男凱
[

.L

T

. の 壌棄処理 の 問題にf対する耽り組みが射程の 中

に人 っ てくる .
二

浜松信金は . 地域文化や産業紹介の ため の C S R マ ガ ジ ン の 『はまし ん C S R マ ガ ジ ン ij a ! J

を 発行し て い る , こ の よう な マ ガ ジ ン の 内容を レ ベ ル ア ッ プ し たもo ) を作り L げ る こ とが 臼標

になる こ

図 4-1 8 l o o B e s t C o r p o r a t ぐ し
､

iti z e n s 2 O O 7

7 T イ( .

･ E ll
■ 王 事 r= L･ 巳丘Js

了._
一
て~~~づ且 ツ~,>_

I . ヘ ルプ･ 払■
q
4
1
J
l
■ d Ll 叩 I J l.

■､ ■ p亡⊂. m " t J こ.;- ■q J 4 .
･
. ゝ = h L h = L u･/

= で b " L h = ) 1 W■7 u Dl . . = 加 . トh l

･ ･ ･

･ ､
■

C(虻)
r / T

l
J . - -

･ 芋 こ:こ

. _
.
._ . ,

. 甲

K L D 研究解析株式会祉は. ilモ業を に 登録する ため の機関投資家 の 社会的な研究で ある L , 88

年以降. 帝開設資家. 管 理職. 理事.
コ ン サ ル タ ン ト ア ド バ イ ザ ー

に 依存して 品質や専門件

を K LI) と L て 運営 して い る . . 特 色の 1 つ は . 巌人の 独~;I-, 系
企業 の 研究 ス タ ッ 7 をも っ て い る

こ と で ある : K L D の f-I P は . 次の よ う に 述 べ て い る 二.

｢
私たち K I _Ⅰ) の 使命は , 3 つ あります,

:

-
i
-
製品の イ ン デ ッ ク ス を提供する 世界的 な研究との 校合を容易にするため の畷境 , 社会
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的な要因とガバ ナ ン ス の プ ロ セ ス に投資 します｡

② 企業責任の基準か ら製品やサ ー ビ ス を定義する｡

③ 私たちの ビジ ョ ンを達成するためには
,
より公平で持続可能な大企業の 説明責任をも

ちます ｡ ｣

こ の ような仕組みを構築する こ とで ,
企業 の C S R 活動 へ の取組を促して いく こ とがで きる

と考えられる｡ こ れ は
, 各事業所が P L M (P r o d u c t Lif e C y cl e M a n a g e m e n t) を追求 しなが ら

C S R 活動 の レ ベ ル を毎年上 げて い く こと の 出来る仕組み を研 究する こ とでもある｡ C A D や

P D M (P r o d u ct D a t a M a n a g e m e n t) だ けで なく ,
E R P

,
C R M

,
S C M や 既存 レ ガシ

ー シ ス テ ム

などとつ なぐため の 知識や , 製造業全般の 業務ノ ウ ハ ウが必要になるの で , そ の達成度合 い を

検証するため にも M O T が重要な役割を果たすこ とになる｡

総括 -
｢
新 し い 時代の

『
公』｣ と い う観点 か らの検討 -

米国企業の A M B プ ロ パ テ ィ ･ コ
ー

ポ レ ー シ ョ ン の 企業文化も, C S R を考える上 で参考にな

る ｡ A M B の ホ
ー

ム ペ ー ジ は, 企業倫理の 重要性を以下の ように述べ て い る ｡

｢ 私 たちの 継続的な成功に欠かすこ と の できな い 要素です｡ 私 たちの ブラ ン ドの価値を高め
,

投資家の 皆様に最大限の利益をもたらせ るよう努力し つ づ ける こと に喜びを感じなが ら
, 仕事

に従事して い ます｡ また実務だ けで はなく, A M B は キ ャ リア の 向上 と発展を支援 し, 活発な

地域社会活動や慈善活動を策定しt 社内指導教育を提供するとともに
, 協調的な職場環境の構

築に取り組んで い ます｡

当社 の 事業 は 1 98 3 年来大きく発展 してきま した が, 中核となる価値は変わりません ｡ こ の

価値の 中核 には
,
以下に示す

『I C R E A T E 』 と い う哲学があります｡

I nt e g rity (誠実さ)

事業の構造は, I n t e g rit y ( 誠実さ) の基盤の上 に成り立たなければなりません ｡ 私 たち の 言

葉は, 私 たち の鮮です｡

C u st o m e rs ( お 客様)

C u s t o m e r s ( お客様) の ニ ー ズ に応える こ と こそが
, 成功 へ の 道なの です｡

R e s u 什s ( 結果)

私たちの行動の す べ て が
, 確実な R e s ults ( 結果) を生み 出します｡ プ ロ セ ス ( 過程) そ の も

の の ため に
,
プ ロ セ ス に従事するわけで はありませ ん ｡

E x c e ‖e n c e (優位性)

今日 の 使命は, E x c ell e n c e ( 優位性) を追求する こ と で す｡ 明 日 の 使命は
,
そ れをさらに高め

る こ と です｡

A c c o u nt a bilit y ( 説明責任)

当社組織 に属する ひとりひとりが A c c o u n t a ble で ある (説明責任を負 っ て い る) 必要が あり
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● 論 説

ます｡ 当社組織に属する誰もが, 互 い に尊敬 し, 信頼 しあ っ て い ます｡

T e a m w o rk ( チ ー ム ワ
ー ク)

私たちは T e a m ( チ ー

ム) です｡ オ ー プ ン に対話 し, お 互 い の 考えや 意見の多様性を尊重 し

ます｡

E nt r e p r e n e u rs hip (起業家精神)

E n t r e p r e n e u rial な ( 起業家として の) リ ス クを負う ことで , 価値を高めます｡ 間違 い を恐れ

ず, 誤りを認め, そ こ か ら学びます｡ ｣

三 重県では C S R 活動を戦略として捉え
｢ 三重県型 C S R ｣ を推進して い く こ とを県民や産業

界に提案 して い く ことになる｡ そ の場合に, 企業 (組織) 倫理の教育が必要になる事は A M B

の 例か らも言うまで もな い こ と である ｡

第1 の C S R 戦略で ある倫理教育の 部分は, C S R の 根幹とも言える部分で あり, 現在 ,
三重県

経営品質協議会等による三重県企業の 経営品質の 向上 に向けた取組な どを進め て い くほか , 今

後, M O T ( M a n a g e m e n t of T e c h n ol o g y) 教育か ら の ア プ ロ
ー チ な ど, 企業 の主体的な取組を

様々な角度か ら支援 して い く こ とが望まれる ｡

図 5 -

1 2 つ の C S R と多様な主体の担う領域

第 2 の C S R 戦略は, 環境経営と M O T ( M a n a g e m e n t of T e c h n ol o g y) を ジ ョイ ントする こと

である｡ 三重県の推進 して い る M - E M S を M O T と ジ ョイ ン トさせ る こ とで環境政策だけで な

く
,
生産管理や工程管理の カイゼ ンと結び つ け, 1 + 1 - 3 となるようなシナジ

ー

効果を発揮

させ る組織と は何か を検討する こと で ある ｡
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図 5
-

2 戦略的に C S R を使 っ た産業政策の流れ

第 3 の C S R 戦略は
,
広義にと らえた C S R を利用して 農林漁業の事業発展に つ なげる仕組み

を作り上 げる こ とである｡ 多様化する観光誘客にお い て, 地域 (地元) で しか
"

出会えな い
"

"

体験できな い
''

｢ 食 ･ 風土｣ が満喫できる宿や店が多く点在 して い る三重県内を ｢ 旬 の 食材｣ ･

｢ 宿｣ ･ ｢ 飲食店｣ で
"

つ なげる
' '

こ と で ｢ 観光旅情の まち｣ を つ く る こ と,
｢
食｣
｢
遊｣
｢
憩｣ を

テ ー マ に掲げ, 地場産業等を素材 にして
, 体験観光な どによ る域内観光圏を形成するまちをデ

ザインする こと等が 考えられ る ｡ ま た, その 発展的目標の ひと つ として は, 地域活性化 に関連

する コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ビ ジネス の創出が考えられ る｡ 新 し い発想で ビジネス
･

モ デ ルを構築で き

るような破壊的イノ ベ
ー タ ー に なりうる人材を各地域で確保 ･ 育成する仕組み作りや

,
企業と

地域の マ ッ チ ン グを行う場の 設定等に つ い て検討を進め る必要が ある ｡

図 5-3 地域 の 産業振興

罰illl
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● 論 説

第 4 の C S R 戟略は, C S R に取り組む企業が多様な主体が担う領域で活動するため の 枠組み

を提示する ことで ある ｡ 多様な主体が担う領域で企業 ,
地域, 行政が協働で きる分野は多岐に

わ た っ て い る ｡ こ れ ら の 分野で の 協働を促すため には , 活動 メ ニ ュ
ー を作成 し

,
提示する こと

が重要となる ｡ さ らに , 協働事例をホ
ー

ム ペ
ー ジ等 で広く紹介 して いく こ とでイ ン セ ン テ ィ ブ

を与える ことも, 多様な主体が担う領域での 活動の 活性化には必要である｡ さ らに, C S R は 企

業が より強くなるた め の 戦略的 マ ネ ジ メ ン トで あると の 観点か ら, 将来的に は, 三重大学

M O T ( M a n a g e m e n t of T e c h n olo g y) が 中立的な立場か ら C S R 達成企業リ ス トの作成と顕彰等

を行うなど, 企業 の 持続的発展 に向けてイン パ クトの ある仕組み の構築に つ い て研究して い く

こ とも重要で あると考えられる ｡

ま た ,
こ れ らを実現するため には, 企業が 中心とな っ た C S R 活動に関するネ ッ トワ

ー ク の 構

築と こ の ネ ッ トワ
ー クを活用 した企業の 主体的な C S R 活動 の 向上 に向けた交流の 活性化が重

要となる ｡ そして ,
こ の交流 にお い て , C S R 達成企業リス トの 活用や優良事例の 顕彰が企業の

主体的な取組として実現され るなかで ,
三重大学 M O T が中心的な役割を果たすこ とが理想型

である ｡ さらに, 三重大学 M O T が研究を進めるうえでは, 県下 の 中小企業を い かなる方向に

導 い て い く の かと い う県の 産業政策との すりあわせが必要である こと は言うまで もな い ｡

図 5 - 4 C S R と P- D - C- R- A サイ ク ル

そ れ ぞ れ の

領域で の 達成

度を検証 し, リ

ス ト化する仕

組み の 設 計(デ

ザイ ン) を研究

す る｡

三 重県の役割

三重県で C S R 活動を推進 して い くにあた っ て , 行政が果たす役割は 3 つ あると考えられ る｡

まず, C S R フう‡, 企業 の存続に対する重要な要因と して重みを増すなか , 特 に取り組み が遅れ て

い る中小企業に対 して , 普及 ･ 啓発を行 っ て い く必要が ある ｡ そ して ,
もう

一

つ の 役割は ,
こ

の報告書の メイ ンテ ー マ でもある ｢ 新 し い 時代の 公｣ の観点か ら, 企業と地域住民の取組の橋

渡 しを担うこ とである｡ 産業政策とは直接関係な い が , 県民や市民に対して, 普及
･

啓発を行 っ

て いく必要が ある ｡ 県民 ･ 市民は, C S R を広義にと らえると ス テ
ー ク ホ ル ダ ー を構成するもの

であるか ら何らか の 形で取り組みが必要なもの である｡
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図 5 -

5 2 つ の C S R と県 の役割

2 つ の C S R

｣ ■ ｣ ■

中小 企業に対す

る普及 ･ 啓 発

｢ 新 し い 時 代 の

『公』｣ の 観点 か ら
,

企 業 と 地 域住民 の

取組 の 橋渡 し

県 民や市 民 に 対

す る普及 ･ 啓発

こ の報告書では三重県型 C S R を推進 して い くうえで の 4 つ の 戦略を提案 した｡ こ れ ら 4 つ

の 戦略は
, 住民 ,

企業, 大学, 及び行政が連携 して
, 新し い 時代の 公をより具体的に実現して

いくため の有力なツ
ー

ル となりうると考えて い るが, こ の戦略が効果を発揮するため には
, 行

政が地域と企業, 企業と大学と い っ た連携をうまく コ ー デ ィネ
ー

トする ことが
,
必須条件とな

る｡

今後, こ の 4 つ の戦略を具体化するため の 仕組みに つ い て
, 検討を進めて いく こと になるが

,

特 に地域の 活性化を目指す第 3 の 戦略にお い て は
,
地域と企業を マ ッ チ ン グ して いく場を県と

して ど の ように設定 して い くかが, 重要な鍵になると考えられ る｡

また
,
C S R は 企業が より強くなるため の戦略的 マ ネジ メ ン トであると の 視点から

, 行政と し

て C S R の あり方を規定す べ きで はな い が
, 新し い 時代の 公と して の 取り組み を促進する意味

か ら
,
C S R 活動 に取り組もうとする企業に対して , 行政が担う領域 へ の協力や , 多様な主体で

担う領域 で の活動メ ニ ュ ー 等を
, 行政側か ら提案して い く こ とも必要で あろう｡

C S R は企業の 存続に不可欠な要素で あるだ けでなく, 環境保全や地域づくり, 地域課題の解

決等にも重要な役割を果たす活動にな っ て い くと考えられるため
, 今後も展開方向等に つ い て

研究を進めて い く必要がある｡

こ の ような戦略を進め る こと により, 企業が戦略的に C S R に取り組むこ とで企業価値を高

めて い くとともに
, 多様な主体が担う領域での 活動を活発に し

, 新 し い 時代の公の 実現を目指

すと い う好循環を生み 出して い けると考えられ る｡

( 7 3)



● 論 説

県の役割

図 5
-

6 三 重県で の C S R 活動の促進 に向けた 4 つ の戦略

促進するC S R 活動 目指す姿

菅企
a
E3
a
代 値
の の
公 向

宗主
現

この 研究報告書は, 平成 1 9 年度に三重県とお こ な っ た C S R に関する調査研究の
一

部 である｡

こ の 研究報告作成に当た っ て は, 農水商工 企画室の南勝人民 (注
: 現在は ,

政策部地域づくり

支援室に在籍) か ら適切な助言 い ただ い た ｡ また ,
こ の 報告書の 作成に当た っ ては企画室の 皆

様には署内で さまざまな角度か ら議論を い ただ い た ｡ 企画室の 皆様の ご助言なく して は,
こ の

報告書の レ ベ ル は, 高 い も の にはならなか っ た ｡ 記 して感謝 した い ｡

以下 , 今後 の検討課題として議論 した資料を添付 して おきた い ｡

資料

参考資料 1 ;

農業と C S R

G A P 手法 ( G o o d A g ric ult u r al P r a c tic e) と は, 農業者自らが , (1)農作業の 点検項目を決定 し,

(2) 点検項目に従 い 農作業を行 い , 記録 し, (3)記録を点検
･ 評価 し, 改善点を見出し, (4) 次回 の

作付けに活用すると い う
一

連 の ｢ 農業生産工 程の 管理手法｣ ( ク ロ ス チ ェ ッ ク手法) の こ とで あ

る ｡ G A P 手法 ( 農業生産工程管理手法) は, 農産物の 安全確保の みならず, 環境保全, 農産物

の 品質の 向上 , 労働安全の確保等に有効な手法でありt こ の ような生産工程の 管理手法を我が

国の 多くの 産地
･

農業者が取り入れ , 自 ら の営農
･ 生産条件や実力に応 じて取り組むこ とが,

安全な農産物の 安定的な供給t 環境保全, 農業経営の 改善
･ 効率化の実現 に つ なが るもの であ

る｡ ま た , 生産された農産物の 安全性や 品質の 確保等 に つ い て 消費者
･ 食品事業者等の信頼を

確保する上 でも有効な手法となる｡

( 7 4 )
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三重県経営品質協議会

授業料減免措置 : 再 チ ン ジ予 算

G A P を 目 指す農

業者

管理 手 法 の 取得

を 目指 そ う と して

い る農協等の 団 体

外国 の 大 学 外 部資金の 増加

国際規格 (標準) に

あ う基 準 を研究す る

AI B
,

コ
-

シ ヤ 認 定
,
等 々

三重県が M O T 支援 :

三重県の C S R 事業 の

一 環

大学院生生の 増加

農業問題 に 関す る三

重大学 M O T

農業者 ･ 農協の 実 態分 析

を して
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携 か ら 地 方 と 外 国 と

の 連携 - ( か つ て リ ー

ジ ョ ン ･

トウ
･

リ
ー

ジ

ョ ン と 言 わ れ た も の

の レ ベ ル ア ッ プ)

トレ
ー

サ ビ リ

テ ィ を目 指 して

も儲 けに 繋が ら

ない と言 う意見

■ ■

ダ イ ム チ ェ ン ジ

共 同 研 究 で 儲

か る 体質に農

業者 の パ ラ ダ

イ ム チ ェ ン ジ

地域 の 活性化

国際化に対応

高齢化
,
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作 放 棄 地
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農 業 政 策

の 検討
,
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業 経 営 の

基 盤 強 化

策

参考資料 2 :

農業問題 に関する M O T で の研究課題 生物資源学部と検討課題

我が国にお い て 2 0 05 年1 0 月 27 日 に｢ 経営所得安定対策大綱｣ が決定され た｡ こ れまで の ｢ 価

格｣ 政策か ら ｢ 所得｣ 政策 - の 転換を目指し ｢ 戦後農政を根本か ら見直す｣ 大改革である｡ 限

定され た担 い 手を対象と した直接支払 い 政策と, 農地, 水
, 環境と い っ た

｢
面｣ を対象と した

直接支払 い 政策の両者を合わせ た形で , 直接支払 い 政策 へ の 転換が宣言された ｡ こ の 農政改革

が
, 農業現場で実際に どの ように運用され

,
そ れにより農家及び集落は ど の ように変化するの

か
, 農地減少に歯止めはかか る の か , 農地を農地と して 保全 しそれをとりまく自然資源 を維持

する こと は可能なの か , を M O T で研究するこ と になる ｡

経営所得安定対策大綱の 目的は以下の 通りである｡

○我が国農業の構造改革を加速化する｡

O W T O に おける国際規律の 強化にも対応 し得る対策とする ｡

○品目別に講 じられ て い る経営安定対策を見直し, 施策の 対象となる担 い 手を明確化 した上

で
, その 経営の 安定を図る対策に転換する ｡

( 7 5 )



● 論 説

図 資料1 M O T 講義配信実験

て
ー

ー -
-

- ト 業界情報の収集

T V 会議 で 知り合 い に な る

企業内研修 十
-

フ T
業界情報

共同研究の実施 イ ンタ ー ン シ ップ の実施

紀北町商工会の作 っ て い る以下の ような, 各月 ごとの 地図は , 農業観光観光
･

産業観光 へ の

ヒ ントを示すもの で ある｡

( 7 6 )
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⑳ 論 説

参考資料 3

図 資料 3 経営品質と関連 づ けた施策 ⇒ 基本は生産性向上

追記

本稿の 校正を行 っ て い る 8 月 2 9 日 に中部経済産業局管内で も
｢
農商工 連携の 委員会が 開催

され た｡ 報告書の 図4-4 示 したような, 省庁を横断 したネ ッ ト ワ
ー ク型 の 政策が動き始めた ｡

ネ ッ ト ワ ー ク の 外部性に依拠 しなが ら地域社会を活性化して いく こ の政策提案を行うこ とが大

学の 使命になるこ とは間違 い なさそうである ｡
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